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【緒言・目的】体外受精を実施する際に、インフォームドコンセントの資料として体外受

精成績（出生率）を患者に伝える必要がある。そこで体外受精成績の説明資料として、

当院での AMH および年齢別での採卵回数ごとの出生率を調べ、その累積出生率の

グラフを作成したので報告する。

【対象】2010～2014 年の体外受精初回実施者 851 症例のうち、タイミング及び AIH に

て出生した 21 症例を除き、AMH 値を測定した 785 症例を対象とした。AMH 値

（ng/mL）別に 0.5 未満：98 症例、0.5～1.0 未満：109 症例、1.0～3.0 未満：299 症例、

3.0 以上：279 症例の 4群に分類した。また、年齢別に～34 歳：295 症例、35～37 歳：

194症例、38～39歳：133症例、40～42歳：122 症例、43歳～：41症例の 5群に分類

した。

【方法】対象の採卵で得られた移植胚全てを用いて出生の有無を調べ（新鮮胚移植+

融解胚移植）、採卵4回目までの累積出生率をAMH値および年齢別に調べ検討した。

また、ドロップアウト（治療中断）した症例がその回ごとの出生率と同程度で出生に至

ったとみなした。

【結果】採卵 4 回目における累積出生率は、～34 歳では、AMH0.5 未満：55.8％、

AMH0.5～1.0 未満：78.3％、AMH1.0～3.0 未満：88.7％、AMH3.0 以上：92.7％。35～37

歳では、AMH0.5 未満：30.3％、AMH0.5～1.0 未満：62.9％、AMH1.0～3.0 未満：73.7％、

AMH3.0 以上：79.3％。38～39 歳では、AMH0.5 未満：15.5％、AMH0.5～1.0 未満：

43.9％、AMH1.0～3.0 未満：48.1％、AMH3.0 以上：76.6％。40～42歳では、AMH0.5 未

満：14.7％、AMH0.5～1.0 未満：25.2％、AMH1.0～3.0 未満：37.5％、AMH3.0 以上：

49.0％。43 歳以上では、AMH0.5 未満：0.0％、AMH0.5～1.0 未満：6.25％、AMH1.0～

3.0 未満：28.6％となった。

【結語】以上の結果より AMH 値と年齢が出生率に深く関与することが明確となり、こ

れらの結果をインフォームドコンセントの資料とするのは適当と考える。


